
「ビジネス計算実務検定試験」 出題範囲表（ビジネス計算部門）

【改定のポイント】 【改定のポイント】 【改定のポイント】

・ 変更点なし ・ 複利計算の問題を出題する（数表を用いる） ・ 共通問題、選択問題の区別をなくし全問題必須の２０題とする

・ 合格率の目安については、各出題範囲を工夫して出題する ・ 減価償却（定額法）の計算の問題を出題する ・ 選択C（経営分析の計算）は出題しない。ただし、原価率、利益率

・ 合格率の目安については、各出題範囲を工夫して出題する については、売買損益の計算に含み出題をする）

・ 合格率の目安については、各出題範囲を工夫して出題する

・ 割合に関する計算 ・ 割合に関する計算

・ 貨幣換算

・ 貨幣換算 ・ 度量衡の計算

・ 度量衡の計算

・ 売買・損益の計算 ・ 売買・損益の計算 ・ 売買・損益の計算

（手数料の計算を含む） （手数料の計算を含む）

・ 単利計算 ・ 単利計算 ・ 単利計算

（積数法の計算を含む）

・ 手形割引の計算 ・ 手形割引の計算

（１００円未満に利息をつけない問題を含む）

・ 複利計算（1級より） ・ 複利計算

（数表を用いて計算する） 　（単利法・真割引法を含む）

・ 減価償却費の計算（1級より） ・ 減価償却費の計算

（定額法に限る） ※「保証率」「改訂償却率」の出題は当面しない

（作表の出題も含む）

・ 複利年金の計算

旧 選択問題A の内容

・ 証券投資の計算

旧 選択問題Ｂの内容

旧 選択問題Ｃは範囲としない

３ 級 ２ 級 １ 級


